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ラウンドアバウトのすすめ

1https://www.mlit.go.jp/road/road/traffic/sesaku/pdf/roundabout.pdf
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中央島

エプロン
環道

ラウンドアバウトのすすめ

ラウンドアバウトの構造

外径
27m程度が目安

段差構造が望ましい
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ラウンドアバウトのすすめ

ラウンドアバウトの特徴

１．交通量が少ない平面交差部に導入可能

２．交差点の安全性が向上

３．赤信号による待ち時間が減少

４．多枝交差点など複雑な形状の交差点でも導入可能

５．信号停止によるアイドリング時間を削減し環境負荷を軽減

６．災害等に伴う停電時でも安全に通行が可能
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ラウンドアバウトのすすめ

２．交差点の安全性が向上

４．多枝交差点など複雑な形状の交差点でも導入可能
６．災害等に伴う停電時でも安全に通行が可能
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左：栃木県大田原市
六枝交差点での導入事例

右：宮城県亘理郡亘理町
東日本大震災の被災地で、信
号機がなく、災害に伴う停電
時も機能するRABを地域復興
のシンボルとして整備
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亘理町役場
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国土交通省HP ラウンドアバウト導入事例

道 路 交 通 安 全 対 策 H P道 路 交 通 安 全 対 策 H P 検索 ラウンドアバウト導入事例
URL:https://www.mlit.go.jp/road/road/traffic/sesaku/roundabout.html#r7-3



望ましいラウンドアバウトの構造について
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安全かつ円滑な道路交通の確保及び利用者の利便性の向上を図ることを
目的に、道路管理者がラウンドアバウトを計画及び設計するに当たって
の当面の適用条件と留意事項についてまとめたもの

平成26年8月8日 国土交通省道路局通知

第１章 総則

１－１ 目的

１－２ 基本方針

１－３ 用語の定義

１－４ 対象

第２章 適用条件

２－１ 交通量

２－２ 幾何構造

第３章 留意事項

３－１ 交通量

３－２ 幾何構造

３－３ 交通安全施設

https://www.mlit.go.jp/road/sign/kijyun/pdf/20140901tuuti.pdf



ラウンドアバウトを適用することができない？

日当たり総流入交通量が10,000 台未満

ラウンドアバウトを適用することができる

日当たり総流入交通量が10,000 台以上

望ましいラウンドアバウトの構造について
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第２章 適用条件

２－１ 交通量

ラウンドアバウトは、交通量の少ない平面交差部に導入するものとする。平面
交差部の日当たり総流入交通量が10,000台未満にあっては、ラウンドアバウト
を適用することができる。日当たりの総流入交通量が10,000台以上にあっては、
各流出入部において時間当たりの流入部交通容量（通過しうる最大の交通量）
及びピーク時間当たりの流入交通量を比較し、適用を判断するものとする。

適用の判断が必要 「できない」ではない！



※地域における対象交差点の役割、設計車両の種類、車両規制、接続道路の
数、交差角度等を踏まえた検討が必要。

外径27m確保できない場合はラウンドアバウトは導入できない？

望ましいラウンドアバウトの構造について
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第２章 適用条件

２－２ 幾何構造
外径は、ラウンドアバウトを通行する車両が安全かつ円滑に通行できるよう、
設計車両の種類、隣接して接続する道路の交差角度及び分離島の有無を踏まえ
設定するものとする。

第３章 留意事項

３－２ 幾何構造
環道、エプロン、中央島等の幅員については、環道において安全かつ円滑な
交通を確保できる構成とするものとする。外径２７ｍ及び４枝のラウンドア
バウトの場合、次の図に示す構成が考えられる。 （図は省略）

適用の判断が必要 「できない」ではない！



生活道路の面的交通安全対策としての活用事例（大阪府堺市）
（域内道路は3t車規制、ラウンドアバウトの設計車両は小型自動車等⇒外径小さめ）

望ましいラウンドアバウトの構造について
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【参考】生活道路対策「ゾーン３０プラス」

進入抑制対策
速度抑制対策

最高速度３０ｋｍ/hの
区域規制等（ゾーン３０）

＜警察による交通規制＞

狭さく

ライジングボラー
ド

＜道路管理者による物理的デバイスの設置＞

クランク

ハンプ

●進入抑制対策

●速度抑制対策

スムーズ横断歩道

スラローム

〇 最高速度30km/hの区域規制と物理的デバイスとの適切な組合せにより交通安全
の向上を図ろうとする区域を「ゾーン３０プラス」として設定

〇 道路管理者と警察が緊密に連携し、
地域住民等の合意形成を図りながら、
生活道路における人優先の安全・安心な
通行空間を整備

〇 192地区において整備計画を策定（令和6年3月末時点)

路面表示

「ゾーン３０プラス」の入口（イメージ）

看 板
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交通安全対策への支援
交通安全対策補助制度（地区内連携）の概要
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令和６年度 道路関係予算概要より

道路事業における社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金の重点配分の概要
○社会資本整備総合交付金においては、民間投資・需要を喚起する道路整備により、ストック効果を高め、活力ある地域の形成を支援するとの
考えの下、広域的な道路計画や災害リスク等を勘案し、以下の事業に特化して策定される整備計画に対して重点配分を行う。

○防災・安全交付金においては、国民の命と暮らしを守るインフラ再構築、生活空間の安全確保を図るとの考えの下、以下の事業にそれぞれ特
化して策定される整備計画に対して重点配分を行う。

歩道拡幅・ユニバーサルデザイン化

交通安全対策への支援
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【参考】WISENET2050

13




